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【特集】分別・収集・リサイクル

《表紙》
　遠敷保育園と雲浜保育園の
園児約40人がサツマイモの
苗を植えました。苗植えは伏
原の畑を借りて行われ、園児
たちはスコップで土を掘り、
１株ずつていねいに植えてい
きました。

（６月３日）
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大飯原子力発電所
●高浜原子力発電所

●

美浜原子力発電所
●

【小浜市と美浜、大飯、高浜原子力発電所の位置関係】
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【小浜市の主な取り組み】

準
立
地
協
議
会
（
小
浜
市
、
若
狭
町
、
越
前
町
、
南

越
前
町
）
が
、
知
事
に
事
故
の
収
束
、
安
全
対
策
の

強
化
、
原
子
力
防
災
指
針
の
見
直
し
な
ど
を
要
請

準
立
地
協
議
会
が
、
日
本
原
子
力
発
電
、
関
西
電
力
、

日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構
の
３
電
力
事
業
者
の
説

明
を
受
け
て
、
今
後
の
取
り
組
み
を
協
議

福
井
県
市
長
会
に
緊
急
安
全
対
策
や
住
民
の
安
全
安

心
確
保
な
ど
の
緊
急
要
望
書
を
提
出

準
立
地
協
議
会
が
、
国
と
福
井
県
選
出
の
国
会
議
員

に
事
故
の
収
束
、
安
全
対
策
の
強
化
、
原
子
力
防
災

指
針
の
見
直
し
な
ど
を
申
し
入
れ

準
立
地
協
議
会
が
、
県
と
県
の
取
り
組
み
状
況
や
原

発
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
意
見
交
換

準
立
地
協
議
会
が
、
国
と
福
井
県
選
出
の
国
会
議
員

に
事
故
の
収
束
、
安
全
対
策
の
強
化
、
原
子
力
防
災

指
針
の
見
直
し
、
風
評
被
害
へ
の
防
止
策
、
避
難
道

路
の
整
備
な
ど
を
要
請

松
崎
市
長
が
、
大
飯
原
子
力
発
電
所
の
安
全
対
策
を

確
認
し
、
安
全
協
定
の
見
直
し
を
要
請

小
浜
市
議
会
が
「
原
子
力
発
電
か
ら
の
脱
却
を
求
め

る
意
見
書
」
を
可
決
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大
飯
原
発
の
安
全
対
策
を
確
認

市民の安全安心を最優先
〜電力事業者との安全協定の見直しを要請〜

■問い合わせ　企画課☎ 342

嶺
南
の
原
発

　

嶺
南
地
域
に
は
、
敦
賀
市
、

美
浜
町
、
お
お
い
町
、
高
浜
町

に
合
計
14
基
の
原
発
が
あ
り
、

そ
の
う
ち
７
基
が
運
転
中
で

す
。

　

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の

事
故
で
、
半
径
20
㌔
圏
内
は
現

在
も
「
警
戒
区
域
」
に
指
定
さ

れ
、
住
民
は
一
時
立
ち
入
り
が

や
っ
と
許
可
さ
れ
る
状
態
で
す

（
６
月
17
日
現
在
）。

　

今
回
の
事
故
を
受
け
、
原
発

へ
の
安
全
対
策
の
見
直
し
が
不

可
欠
に
な
り
ま
し
た
。

安
全
が
最
優
先

　

次
ペ
ー
ジ
の
地
図
か
ら
わ
か

る
よ
う
に
、
大
飯
原
発
か
ら
10

㌔
圏
内
に
は
、
小
浜
市
の
一
部

が
含
ま
れ
ま
す
。
人
口
に
す
る

と
、
市
内
の
約
半
数
に
な
る

一
万
六
千
人
、
20
㌔
圏
内
に
な

る
と
、
ほ
ぼ
市
内
全
域
が
含
ま

れ
ま
す
。

　

福
島
原
発
の
事
故
を
受
け
、

市
は
、
市
民
の
安
全
確
保
や
原

子
力
防
災
の
強
化
を
県
や
国
に

要
望
し
て
き
ま
し
た
。

　

福
島
第
一
原
発
の
事
故
を
受
け
、
国
か
ら
各
電
力
事
業

者
に
緊
急
安
全
対
策
が
指
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
民
の
安
全
安
心
を
確
保
す
る
た
め
、
松
崎
市
長
は
５

月
31
日
、
小
浜
市
か
ら
最
も
近
い
大
飯
原
子
力
発
電
所
の

安
全
対
策
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

福
島
の
事
故
を
受
け
、
想
定
以
上
の
津
波
へ
の
対
策
や
、

通
電
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と
を
想
定
し
た
電
源
車
や
消
防

ポ
ン
プ
の
配
備
な
ど
、
緊
急
的
、
応
急
的
な
対
策
を
確
認

し
、
空
冷
式
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
の
設
置
や
海
水
ポ
ン
プ

の
防
護
壁
、
防
波
堤
の

か
さ
上
げ
な
ど
順
次
整

備
す
る
と
の
説
明
を
受

け
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
意
見
交
換

で
は
、
安
全
対
策
の
強

化
や
、
高
経
年
化
対
策

の
積
極
的
な
情
報
公
開
、

立
地
自
治
体
並
み
の

安
全
協
定
の
見
直
し

を
電
力
事
業
者
に
強
く

要
請
し
ま
し
た
。

　　

ま
た
、
松
崎
市
長
は
５
月
31

日
に
大
飯
原
発
の
安
全
対
策
を

確
認
し
、
小
浜
市
と
電
力
事
業

者
が
結
ぶ
安
全
協
定
の
見
直
し

を
強
く
要
請
し
ま
し
た
。

　
安
全
協
定

　

原
発
の
立
地
自
治
体
、
そ
の

自
治
体
に
隣
接
す
る
準
立
地
自

治
体
は
、
電
力
事
業
者
と
そ
れ

ぞ
れ
安
全
協
定
を
結
ん
で
い
ま

す
。そ
の
安
全
協
定
の
内
容
は
、

立
地
自
治
体
だ
け
に
認
め
ら
れ

る
立
ち
入
り
検
査
の
権
限
や
原

子
炉
の
運
転
再
開
の
協
議
な
ど

格
差
が
あ
り
ま
す
。

　

福
島
の
事
故
を
み
る
と
、
安

全
対
策
に
つ
い
て
は
立
地
、
準

立
地
の
区
別
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

準
立
地
自
治
体
で
あ
る
小
浜

市
は
、
市
民
の
安
全
安
心
を
確

保
す
る
た
め
、
立
地
自
治
体
並

み
の
安
全
協
定
の
見
直
し
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
万
が
一
に
備
え
て
、

避
難
路
の
確
保
な
ど
、
原
子
力

防
災
の
強
化
が
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

電源車の配置を確認する松崎市長
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ご
み
か
ら
の
収
入

　

分
別
し
て
い
た
だ
い
た
資
源

ご
み
は
、
業
者
に
引
き
取
っ
て

も
ら
い
、
再
生
利
用
し
て
い
ま

す
。

　

資
源
ご
み
の
中
で
も
、
ス

チ
ー
ル
缶
や
ア
ル
ミ
缶
を
含
む

金
属
類
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
発

泡
ス
チ
ロ
ー
ル
、
ガ
ラ
ス
類
は

売
却
で
き
、
市
の
収
入
に
な
る

貴
重
な
ご
み
で
す
。

　

平
成
二
十
二
年
度
に
は
、
約

８
３
０
万
円
の
売
却
益
が
あ
り

ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
収
入
は
、

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
や
リ
サ
イ

ク
ル
プ
ラ
ザ
の
維
持
管
理
費
や

市
内
の
ご
み
収
集
の
委
託
費
な

ど
に
充
て
て
い
ま
す
。

資
源
の
再
利
用

　

集
積
所
に
集
め
ら
れ
た
資
源

ご
み
は
ど
こ
に
持
っ
て
行
か
れ

る
の
か
、
ま
た
、
家
庭
か
ら
出

た
資
源
ご
み
が
ど
の
よ
う
に
再

利
用
さ
れ
る
の
か
ご
存
じ
で
す

か
。

　

次
は
小
浜
市
の
資
源
ご
み
の

リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
紹
介
し

ま
す
。

ご
み
集
積
所
か
ら
資
源
を

　
　
　
　
持
ち
去
ら
な
い
で
く
だ
さ
い

　

ス
チ
ー
ル
缶
や
ア
ル
ミ
缶
、
新
聞
、
雑
誌
、
段
ボ
ー
ル
な
ど

の
資
源
ご
み
を
、
市
が
委
託
し
た
収
集
業
者
が
回
収
す
る
前

に
、
持
ち
去
る
行
為
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

ご
み
集
積
所
か
ら
の
持
ち
去
り
は
絶
対
に
し
な
い
で
く
だ

さ
い
。

※
市
で
は
早
朝
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
資

　

源
ご
み
を
持
ち
去
る
行
為
を
見
か
け
ま
し
た
ら
ご
連
絡
を

　

お
願
い
し
ま
す

そ
の
他
紙

【
収
集
後
】

　

市
内
の
業
者
で
、
圧
縮
梱
包

処
理
し
た
後
、
製
紙
メ
ー
カ
ー

へ【処
理
後
】

　

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
や
再

生
紙
な
ど
に

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

【
収
集
後
】

　

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
で
細
か

く
砕
き
、
県
内
の
業
者
を
通
じ

て
衣
料
メ
ー
カ
ー
へ

【
処
理
後
】

　

服
や
布
団
、
保
護
シ
ー
ト
な

ど
の
繊
維
商
品
に

有
害
ご
み
（
乾
電
池
、
蛍

　

光
灯
な
ど
）

【
収
集
後
】

　

蛍
光
灯
は
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ

ザ
で
細
か
く
砕
い
て
か
ら
ド
ラ

ム
缶
に
詰
め
、
乾
電
池
は
そ
の

ま
ま
ド
ラ
ム
缶
に
詰
め
て
、
県

外
の
リ
サ
イ
ク
ル
業
者
へ

【
処
理
後
】

　

蛍
光
灯
は
、
断
熱
材
や
セ
メ

ン
ト
材
料
、
水
銀
な
ど
に
、
乾

電
池
は
鉄
筋
な
ど
の
鉄
製
品
や

水
銀
な
ど
に

そ
の
他
プ
ラ

【
収
集
後
】

　

市
内
の
業
者
で
、
圧
縮
梱
包

処
理
し
た
後
、
県
外
の
メ
ー

カ
ー
へ

【
処
理
後
】

　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
や
固
形

燃
料
に

830 万円

固形燃料
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家
庭
か
ら
出
る
ご
み
の
約
２
割

を
資
源
と
し
て
再
生
利
用
し
て
い

る
こ
と
を
ご
存
じ
で
す
か
？

　

市
で
は
、
平
成
六
年
に
「
埋

め
立
て
、
缶
類
、
金
物
、
有
害

ご
み
」、
同
九
年
に
「
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
、
ビ
ン
」、
そ
し
て
同

十
七
年
に
「
そ
の
他
プ
ラ
、
そ

の
他
紙
、
新
聞
・
雑
誌
、
段
ボ
ー

ル
」
の
分
別
収
集
を
開
始
し
ま

し
た
。

　

そ
の
結
果
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

ご
協
力
で
、
燃
や
す
ご
み
や
埋
め

立
て
ご
み
は
減
少
傾
向
、
資
源
ご

み
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

今
月
は
、
資
源
ご
み
が
ど
の
よ

う
に
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
る
か
、
ご

み
の
出
し
方
の
注
意
点
を
交
え
て

ご
紹
介
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

環
境
衛
生
課
☎
内
線
１
４
４

資
源
ご
み

　

収
集
し
た
資
源
ご
み
（
缶
や

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、新
聞
紙
な
ど
）

は
、
市
内
の
業
者
な
ど
に
引
き

取
っ
て
も
ら
い
ま
す
が
、
平
成

二
十
二
年
度
の
資
源
ご
み
の
量

は
、
１
８
９
７
㌧
に
な
り
ま
し

た
。
同
二
十
一
年
度
に
比
べ
て

７
０
㌧
減
少
し
ま
し
た
が
、
ご

み
の
総
量
も
約
２
８
６
㌧
減
少

し
て
い
ま
す
。
ご
み
の
量
は
、

そ
の
年
に
よ
っ
て
多
少
の
増
減

が
あ
り
、
五
年
間
の
推
移
を
見

る
と
、
資
源
ご
み
の
量
は
全
体

と
し
て
増
加
傾
向
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

ご
み
の
総
量
に
対
し
て
、
リ

サ
イ
ク
ル
で
き
る
資
源
ご
み
の

割
合
（
リ
サ
イ
ク
ル
率
）
は

21
・
６
㌫
と
前
年
度
と
比
べ
て

１
・
０
㌫
上
昇
し
ま
し
た
。
同

十
八
年
度
は
17
・
３
㌫
で
し
た

の
で
、
皆
さ
ん
の
分
別
す
る
意

識
が
高
く
な
り
、
協
力
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
結
果
と
考
え
て

い
ま
す
。
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【５年間の資源ごみの量】

1,661 1,668

1,847
1,967

1,897

分別・収集・リサイクル
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平
成
二
十
二
年
度
の
燃
や
す

ご
み
の
搬
入
量
は
、
９
９
０
０

㌧
で
、
前
年
度
か
ら
２
４
８
㌧

減
少
し
ま
し
た
。
特
に
、
分
別

の
徹
底
で
、
収
集
ご
み
（
家
庭

か
ら
の
ご
み
）
が
減
少
し
て
い

る
こ
と
が
鮮
明
に
わ
か
り
ま

す
。

　

半
分
は
水
分
？

　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
は
年

四
回
、
搬
入
さ
れ
る
燃
や
す
ご

み
の
ご
み
質
検
査
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
が
分

燃
や
す
ご
み

別
に
ご
協
力
し
て
い
た
だ
け
る

お
か
げ
で
、
紙
や
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
な
ど
の
資
源
ご
み
の
混
入
は

年
々
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
ご
み
の
成
分
を
み

る
と
、
平
均
50
・
７
㌫
が
水
分

だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。
ご
み
に
水
分
が
含
ま
れ
る

と
、
重
く
な
る
だ
け
で
な
く
、

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
の
焼
却

の
効
率
が
悪
く
な
り
ま
す
。

　

生
ご
み
な
ど
、
水
分
が
多
く

含
ま
れ
る
ご
み
は
、
十
分
に
水

気
を
切
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

テレビ、冷蔵庫、エアコン、洗濯機などは
家電リサイクルの対象です ア

ナ
ロ
グ
放
送
が
７
月
24
日
で
終
了
か
〜

そ
ろ
そ
ろ
地
デ
ジ
対
応
テ
レ
ビ
を
買
わ
な
く
ち
ゃ
。

今
使
っ
て
い
る
テ
レ
ビ
は
も
う
古
い
か
ら
廃
棄
だ
な
。

で
も
ど
こ
へ
持
っ
て
い
け
ば
い
ん
だ
ろ
う
？

テレビは家電リサイクル法の対象商品で、製造メーカーが

責任を持ってリサイクルするんですよ。わたしたちは、小

売店などににリサイクル料などを支払えば完了です。テレ

ビの他には、エアコン、冷蔵庫、冷凍庫、洗濯機、衣料乾

燥機があるので気を付けてね。

【手続き】
●小売店に依頼する場合
　１　家電リサイクル対象商品を持ち込む
　２　リサイクル料金と収集運搬費用を小売店に支払う

●自分で廃棄する場合
　１　郵便局にある「家電リサイクル券」に必要事項を記
　　　入し、家電リサイクル料金と振込手数料 120 円を
　　　支払う
　２　家電リサイクル券を受け取り、指定引取所に家電リ
　　　サイクル対象商品を持ち込む
　　※市内の指定引取所……日本通運小浜営業所（駅前町）

（年度）0
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【５年間の燃やすごみの量】

持ち込み収集

11,674 11,539
10,767

10,148 9,900
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埋
め
立
て
ご
み

　

平
成
二
十
二
年
度
に
埋
め
立

て
ご
み
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル

プ
ラ
ザ
に
搬
入
さ
れ
た
量
は

４
０
２
㌧
で
、
同
二
十
一
年
度

と
同
量
で
し
た
。

　

過
去
五
年
間
の
推
移
は
、
平

成
二
十
一
年
に
わ
ず
か
に
増
加

し
ま
し
た
が
、
全
体
的
に
は
減

少
傾
向
で
す
。

　

搬
入
さ
れ
た
埋
め
立
て
ご
み

は
そ
の
ま
ま
最
終
処
分
場
に
埋

め
立
て
ず
、
そ
こ
か
ら
徹
底
的

に
分
別
し
て
再
利
用
し
て
い
ま

す
。

埋
め
立
て
る
ま
で

①
袋
を
破
っ
て
中
身
を
チ
ェ
ッ

　

ク
し
、
手
作
業
で
不
要
な
物

　

を
取
り
除
く

②
破
砕
機
で
細
か
く
砕
き
、
分

　

別
し
や
す
く
す
る

③
磁
選
機
で
金
属
類
を
取
り
除

　

く
④
残
っ
た
ご
み
を
風
力
選
別

　

機
、
回
転
選
別
機
で
燃
や
す

　

ご
み
を
取
り
除
く

⑤
最
後
に
残
っ
た
ご
み
を
埋
め

　

立
て
る

金
属
類
（
ス
チ
ー
ル
缶
・
ア

　

ル
ミ
缶
・
そ
の
他
金
物
な
ど
）

【
収
集
後
】

　

市
内
の
業
者
に
売
却
し
、
そ

の
後
、
原
料
メ
ー
カ
ー
や
製
造

メ
ー
カ
ー
へ

【
処
理
後
】

　

鉄
骨
材
料
や
各
種
金
属
製
品

に瓶
（
び
ん
）

【
収
集
後
】

　

県
外
の
ガ
ラ
ス
瓶
リ
サ
イ
ク

ル
業
者
に
送
り
、細
か
く
砕
き
、

瓶
製
造
メ
ー
カ
ー
へ

【
処
理
後
】

　

茶
色
や
無
色
は
再
び
瓶
に
、

そ
の
他
は
道
路
路
盤
材
な
ど
に

ご
み
か
ら
発
火

　

埋
め
立
て
ご
み
の
収
集
中
、

収
集
し
た
ご
み
か
ら
発
火
す
る

事
故
が
毎
年
発
生
し
て
い
ま

す
。

　

原
因
は
、
ガ
ス
を
抜
い
て
い

な
い
ラ
イ
タ
ー
、
ス
プ
レ
ー
缶

な
ど
が
収
集
車
で
圧
縮
さ
れ
て

発
火
し
た
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。

　

現
在
で
も
、
収
集
さ
れ
た
埋

め
立
て
ご
み
を
手
作
業
で
仕
分

け
る
と
き
に
、
ガ
ス
を
抜
い
て

い
な
い
ラ
イ
タ
ー
や
ス
プ
レ
ー

缶
が
数
多
く
混
入
し
て
い
ま

す
。

　

今
後
、
発
火
事
故
が
起
き
な

い
よ
う
に
、
次
の
こ
と
を
必
ず

守
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
ス
プ
レ
ー
缶
は
、
穴
を
開
け

　

て
か
ら
、
ア
ル
ミ
製
の
も
の

　

は
「
ア
ル
ミ
缶
」
へ
、ス
チ
ー

　

ル
製
の
も
の
は
「
ス
チ
ー
ル

　

缶
」
へ
、
材
質
が
不
明
な
も

　

の
は
、「
そ
の
他
金
物
」
の

　

指
定
袋
へ
入
れ
て
く
だ
さ
い

※
「
埋
め
立
て
ご
み
」
の
袋
へ

　

は
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い

■
ラ
イ
タ
ー
（
一
〇
〇
円
ラ
イ

　

タ
ー
を
含
む
）
は
金
づ
ち
で

　

割
る
な
ど
し
て
ガ
ス
を
抜
い

　

て
か
ら
「
埋
め
立
て
ご
み
」

　

の
指
定
袋
へ
入
れ
て
く
だ
さ

　

い
■
電
化
製
品
や
お
も
ち
ゃ
に

　

入
っ
て
い
る
乾
電
池
は
取
り

　

外
し
て
「
有
害
ご
み
」
と
し

　

て
出
し
て
く
だ
さ
い

※
電
化
製
品
で
も
テ
レ
ビ
、
エ

　

ア
コ
ン
、
冷
蔵
庫
、
洗
濯
機

　

は
、
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
の

　

対
象
商
品
で
す
（
次
ペ
ー
ジ

　

参
照
）

H19.10.10 火災事故の様子
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【５年間の埋め立てごみの量】
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今から始めるエコ対策
〜いくつ実践できるかな？〜

〜家庭編〜
□【初級】普段使用しない電化製品のコンセントを抜く
　　　〈効果〉待機電力を削減

□【初級】冷蔵庫の設定を強から中、中から弱に変更する
　　　〈効果〉消費電力の軽減

□【初級】冷蔵庫の開閉回数、開閉時間を減らす
　　　〈効果〉消費電力の軽減

□【初級】テレビやパソコンの画面を少し暗めにする
　　　〈効果〉消費電力の軽減

□【初級】電球は電球型蛍光灯や LEDに交換する
　　　〈効果〉消費電力の軽減

□【初級】洗濯はできるだけまとめて洗う
　　　〈効果〉消費電力の軽減、節水効果

□【上級】電気はセンサーで人がいるときだけ付くようにする
　　　〈効果〉消費電力の軽減

〜冷暖房編〜
□【初級】できるだけ家族全員がひとつの部屋で過ごす
　　　〈効果〉消費電力の軽減

□【初級】冷房は 28℃以上、暖房は 21℃以下に設定する
　　　〈効果〉消費電力の軽減

□【中級】部屋の出入口にのれんを付ける
　　　〈効果〉冷暖房効率の向上

□【上級】窓ガラスに赤外線カットフィルムを貼る
　　　〈効果〉冷暖房効率の向上

〜屋外編〜
□【初級】自動車のエンジン回転数を上げすぎない
　　　〈効果〉燃料消費の削減、CO2 削減

□【初級】日よけのため、植物でグリーンカーテンを作る
　　　〈効果〉ふく射熱の軽減、省エネ効果

□【初級】マイバッグを持って買い物をする
　　　〈効果〉ごみ削減

□【中級】近場の移動は自動車から徒歩や自転車に変更する
　　　〈効果〉CO2 削減、健康増進

□【中級】通勤や遠出は電車やバスなどの公共交通機関を利用する
　　　〈効果〉CO2 削減

チェック欄
効果絶大

効果絶大

効果絶大

効果絶大

効果絶大

6 月１日、口名田小学校で
グリーンカーテン作り

広報おばま　平成 23. 7❽

取り組もう！家庭のエネルギー削減

　

産
業
の
発
展
や
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
の
変
化
で
、
わ
た
し
た
ち

の
生
活
は
非
常
に
快
適
で
便
利

に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ

の
分
自
然
環
境
に
負
荷
が
か
か

り
、
地
球
温
暖
化
が
進
む
な
ど

影
響
が
出
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
地
域
の
社
会
シ
ス

テ
ム
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
見

直
し
、
環
境
負
荷
の
少
な
い
も

の
へ
と
転
換
し
て
い
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

家
庭
に
「
無
駄
」
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
に
よ
る

と
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
約
三
割
は

家
庭
や
企
業
の
オ
フ
ィ
ス
な
ど

で
消
費
さ
れ
て
い
ま
す
。
電

化
製
品
や
自
家
用
車
が
増
え
、

年
々
原
油
や
電
気
な
ど
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
量
も
増
加
し
て
い

ま
す
。

　

そ
の
増
加
を
抑
え
、
減
少
さ

せ
る
の
に
皆
さ
ん
の
協
力
が
必

要
で
す
。
ち
ょ
っ
と
周
り
を
見

渡
し
て
く
だ
さ
い
。
家
庭
や
オ

フ
ィ
ス
で
使
わ
れ
る
さ
ま
ざ
ま

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
無
駄
に
使
わ

れ
て
い
ま
せ
ん
か
。

始
め
よ
う

「
省
エ
ネ
対
策
」

　

東
日
本
大
震
災
の
影
響
も

あ
っ
て
、
全
国
的
に
夏
場
の
電

力
不
足
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

夏
場
に
向
け
て
、
エ
ア
コ
ン

な
ど
の
使
用
時
間
が
増
え
、
電

気
使
用
量
の
増
加
が
予
想
さ
れ

ま
す
。

　

そ
こ
で
、「
環
境
問
題
」
の

手
始
め
と
し
て
、
ま
ず
は
「
省

エ
ネ
」
か
ら
対
策
し
て
み
て
は

い
か
が
で
す
か
。

　

皆
さ
ん
の
家
庭
で
も
、
使
っ

て
い
な
い
電
化
製
品
の
コ
ン
セ

ン
ト
を
抜
く
な
ど
、
お
金
を
か

け
ず
に
簡
単
に
で
き
る
「
省
エ

ネ
」
対
策
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
次
ペ
ー
ジ
に
省
エ
ネ
を
含

む
エ
コ
対
策
を
紹
介
し
ま
し
た

の
で
、
ぜ
ひ
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。

み
ん
な
の
力
を

合
わ
せ
れ
ば
…

　
「
こ
の
省
エ
ネ
を
取
り
組
め

ば
、
年
間
５
０
０
円
削
減
」
な

ど
聞
く
と
、
効
果
が
少
な
い
よ

う
に
思
え
ま
す
が
、
国
内
の
全

世
帯
が
取
り
組
む
と
大
き
な
成

果
が
得
ら
れ
ま
す
。

　

例
え
ば
、
エ
ア
コ
ン
で
上
の

三
つ
の
省
エ
ネ
対
策
を
全
世
帯

で
一
年
間
実
践
す
る
と
ど
れ
く

ら
い
の
効
果
が
あ
る
と
思
い
ま

す
か
。

　【
消
費
電
力
で
換
算
】

・
２
０
０
億
キ
ロ
ワ
ッ
ト

【
原
油
で
換
算
】

・
ド
ラ
ム
缶
（
２
０
０
㍑
）
で

　

約
２
５
２
７
万
本

・
東
京
ド
ー
ム
４
つ
分

【
二
酸
化
炭
素
削
減
量
で
換
算
】

・
約
７
０
４
万
㌧

※
財
団
法
人　

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

　

セ
ン
タ
ー
「
家
庭
の
省
エ
ネ

　

大
辞
典
」
か
ら
引
用

　　

い
か
が
で
す
か
。
あ
ま
り
に

大
き
い
数
値
な
の
で
、
イ
メ
ー

ジ
し
に
く
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
省
エ
ネ
は
ひ
と
り
ひ
と
り

が
関
心
を
持
ち
、
で
き
る
こ
と

か
ら
始
め
、
継
続
す
る
こ
と
が

こ
と
が
大
切
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

環
境
衛
生
課
☎
内
線
１
４
４

【2009 年の国内のエネルギー消費割合】

産業部門
（製造業など）

42.8％
民生部門

（家庭など）

33.6％

運輸部門
（鉄道など）

23.6％

●
冷
房
設
定
温
度
は

　

27
度
を
28
度
に
変

　

更
す
る

●
暖
房
設
定
温
度
は

　

21
度
を
20
度
に
変

　

更
す
る

●
冷
暖
房
の
運
転
時

　

間
を
一
日
一
時
間

　

ず
つ
短
縮
す
る

効果絶大


